
勝利まであと一歩、最終段階を迎えた

ふくしま集団疎開裁判へ皆さまの支援を！

6 月に、小中学生 14 名が郡山市を相手に訴えた「子供たちを安全な場所で教育せよ」を求める

ふくしま集団疎開裁判は、まもなく裁判所の判断が下されます。

この間の裁判の中で、次の事実が明らかにされました。

１、 子供たちは、今、３月の事故以来８月末までの積算値が７．８～１７．１６ｍＳｖに達
するような環境で学校教育を受けていること。

２、 子供たちは、今後、チェルノブイリで、郡山市と汚染度が同程度の地域で発生した次の健康

被害が予想されること（琉球大学名誉教授矢ヶ崎克馬氏の意見書）。

　　通常であれば、甲状腺のがん等は 10万人当たり数名しか子どもには出ないのに、

(1)、5～6 年後から甲状腺疾病と甲状腺腫の双方が急増し、9 年後の 1995 年には子ども 10

人に 1人の割合で甲状腺疾病が現れた。

(2)、がん等の発症率は甲状腺疾病の 10%強の割合で発病、9年後には 1000人中 13人程度と

なった。

３、子供たちは、今、チェルノブイリ事故による住民避難基準に基づいて作成された郡山市中心

部の「土壌汚染マップ」（裏面に記載）によれば、次の避難指定地域で教育を受けていること

　　彼等が通う７つの学校のうち、

(1)、２校が移住義務がある移住義務地域（土壌汚染マップの赤丸）に該当

(2)、４校が住民に移住権がある移住権利地域（土壌汚染マップの黄色丸）に該当

これに対し、郡山市は、郡山市民である子供たちの主張に何ひとつ真正面から答えないばかりか、

転校の自由があるのだから危険だと思うのなら引っ越せばよい、だから申立は認められないとい

う「転校の自由論」すら言い出しました。これはふくしまの現実を見ない残忍酷薄な暴論です。

しかし、このような異常な環境で、異常な健康被害を予見しながら、子供たちをこのまま被ばく

環境に置くことは本来、絶対に許されないことではないでしょうか。

これは万人の認めざるをえない真理です。そして、これが真理であることを裁判所に伝える必要

があります。それができるのは、万人を構成する、この裁判を支援する市民の皆さんのひとりひ

とりの声以外にありません。

どうか、皆さんのひとりひとりの声を、１０月７日までに、署名、裁判所へのメッセージ（報告

書）などの方法で裁判所に届けていただくよう、ご支援をよろしくお願いいたします。

署名や裁判所へのメッセージ（報告書）の詳細は、以下のブログ「ふくしま集団疎開裁判」を参

照ください。→　http://fukusima-sokai.blogspot.com/
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